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概要 東京考へ方研究社の川版された数学の図公は読者が自分のベースで自学

自習が出来るように作られているのが特徴である。しかも内容は解析幾何とか

射影幾何とか， 当峙でも大学の専門の水準の数学の内容であった。本稿ではこ

のような束京考へ方研究社のいくつかの実例をあげ執筆の特徴を記し，その利

川のし方等について考察することにする。

キーワード　大学数学教育，教師教育，4f京考へ方研究社

３５

１．はじめに

2004年6Jj31」の産経新聞のオピニオン欄に京都大学の西村氏が発言した内容に注1」する。

西村氏は| ’分数のできない大学生』（岡部・戸瀬・西村｡1999 ）でも述べているが，少人

数クラスで自学自習のできる詳しい救科書を使い，習熟度に応じた「学習」を可能にする

なら，現在の多くの（教俘現場の問題が）解浹されるのでないかと発 言している（小学校

レベル）。所で組織的な「自学自習の出来る詳しい教科i与」の出現は，昭和8 （1933）年

以来多くの出版で知られる東京考へ方研究礼の教科書にあ。たと思う。ただ，西村氏のグ

ループの発言が束京考へ方研究社の本の影響を 迂けたllでの発言かどうか分からない。事

実として「自学自習の川来る詳しい教科書」に関連する発言があ-１たと注意しておく。

さて，東京考へ方研究社の数学の図書は，どの図書でも他の数学の図書に見られない特

色を感じている。すなわち，束京もへ方研究礼の図書は独力で読んで数学を学んで行くよ

うに書かれており，随所に読者に注意を促すような書き方をしていること，新しいiμ項は

もとより既習小項でも必嘆があれば何川でも繰り返し解説していること，また，グラフ等

は方眼紙を何度となく川いて丁寧に尖現していること，等他の数学の図書にはＱられない

特徴が日立つ。次に，本稿の目的を記す。

本稿の目的は，

山東京考へ方研究社の著作の幾つかから著作の特色を命題化にすること，

（2）大学理学部数学科や教青学部数学科等における高校教師を意図した数学教師教育への

利用として，「自学自習のできる詳しい教科μ」の作成演習，を挙げておく｡。

（註）本稿は2004 年5Jj29［1（土）に束北学院大学工学部にて開催された束北数学教育学

会第9回初夏研究会の発表資料の論文化したものである。

２．「東京考へ方研究社」について

Akita University



36

藤森良夫（）933） 卿 』等解析幾何学一 一学び方考へ方と解き方』の中から「束京考え方

研究社」の生い立ちの部分を引用させて頂く｡ 東京考へ方研究社は1925（人jL14）年，乎川

仲 尼|賎 の「初等解析幾何及びグラフ学び方考へ方解き方講義」で開始し，1933（昭 和8）

年の藤森良夫氏の「初等解折幾例学」出版により本格化した。また藤原良蔵氏が|びが|ﾘ||

氏の著書に序文を寄せた文を採録しているので。その一部を引川しておく。ここに良く

「七へ方研究社」の川版の意図が現れているからである。

「･…･ 今小学校で造（や）つてゐる算術の巾に大人の遺るべき領分即ち子供に不適

jiなる部分が沢山あり，中学校の代教幾何の中にも沢山にある。これを思ひ切って大人

に返してj’つて其の代わりに解析や微積分中にも子4JIや青年に向く所のものがある。之

を取入れてほんとにﾐF供に向くところの児ぷの数学を逗るやうにL,たならば，数学も歴

史，地理，物理，化学の学科のやうに生徒に親しまれる学科となるであらう。大人の遣

る数学を児童や青年が造ってゐるのであるから，数学だけが昧 われ厭がられるのが無理

のないことである。

このことはこれを組織立て系統立てるのがラクの什事ではない。ラクの事ではないと

いっても捨てて置いてはいつ迄もこの片輪の教μの為めに児･,1や青年は無意味に苫しめ

られ嫌がらせられて居る。之を救う途は解析幾何。微積分を易化して先づ之を中等教育

界に取人れる事である。･･･ 」

３．「東京考へ方研究社」の数学書の実際

ここで東京考へ方研究社から出版された教学教科μの中からつぎの4 1111ほどを取り上げ，

それぞれの特色を記してみよう。

（3.Ｄ 藤森良夫（1933 ）l‘初等解析幾何学一一一学び方考へ方と解き方.l

解折幾何学の学び方に続 き，標準図形の方程式として平而の二次曲線に進んでいる。さ

らに応川問題に進み，特に三線会一問題，二点 一直總問題，極と極線，三角法よりの解析

幾何学，媒介変数による二次曲線。斜交軸の初歩，極座標の初歩と進む。本書を通しての

持色はかなり多くの図は方眼紙の一部を利川し二次曲線その他を方|艮紙に従って正確に画

いていることである。この方針はこの本の辰後まで.ａいているのが特色である。

次に，この本の一部を実際に引用して示す。原文は漢字片仮名交じりの文章であるが，

ワープロ機能上，浹字平仮名交じりの文尽で示す。 大きな文字や箱による囲み等は原文通

りである。次は本書の3ページから4ページの部分である。

角￥あi･吏弛 伊I 心 今= びこブｙ　 紗丿等解析幾何民衆化のためにｆ 川先生にその著

をお願ひするにあたｰ,て，著ガの父は解析幾何の学び方として

第一　　 代魏幾何より解折幾何を学ぷこと

第二　　 三角法より解訴幾何を学ぶこと
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なる二っを以てした。而かもこの学び方が其後斯界の権威者渡辺孫･ 郎1専士に依って成･，

た所の「初等解析幾何」の学びなの態度と一一致して居た事は，著者の信念を愈々常固な

らしめて，その学び方の態度に立-・て，更にその徹底を期するに至-１た次第である。

凡て新しい科 川を学ぶときの大切な態度は，その科目の導人方法，従てその科［jの成

り立ちをシッカり掴むと云うことである，この意味に於いて先づ第一の学び方に従て

代 数 幾 何 よ り の 解 析 幾 何 の 成 り 立 ち

をシッカリ掴まなくてはならない。そして

解析幾何は代数と幾何との融合調和することによって

されたところの数学である。

従て解析幾何の成り 立ちを シッカリとアクマに入れるには，今迄長い間かか・ーて多くの

労力と時間とを費やして学んできたところの代数と幾何との成り立ちを冷静に考へてみ

る必要がある。そして

代数の成り立ちは数と，数からできた式

幾何の成り立ちは点と，点からできた線

であ ることを掴むことによ,・て

詰君はまず数と点との融合調和を図らなくてはならない。 そして数と点とをシッ

リ融合することによって，これ一タバとしたところのアタマを根底として

数から出｡水たところの式と

点から出来たところの線と

の融合訓和を図る。そしてこの融合調f｢|によって解析幾何学は建設され，この融

調和に依って得たアタマを 更に突き進めることによって解析幾何凡 百の問題を自

で解決するの力を涵養するやうに努力しなければならない。

.こととなるのである。従て先ず

数 と 点 と の 融 合 調 和
を図るに当たって，

の

ここに大 切なことがある。それは代数考え方初歩に於いて学んだ所

数 の 整 理 を す る こ と

であ 一一,て，これがためには先づ小学校-･･年の時学ぶ数は

0,1,2,3､4,5,･‥‥‥‥‥‥‥

以下略 すが，これらのilFき方に東京考へ方研究社の非作本の特色がよく出ていると思う。

(3.2)藤森良夫(1940)|' 初等微分方椛,t一 学び方考へ方と解き方.l

この本の特色は序文にある次のような記述である。
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● ● ● ● ●

微分方程式が理工学を学ぶ上に大切なことは言うまでもないことである。よく高等学校

や専門学校の物理の先生が

l'なぜ微分方程式を一一年で教えてくれないのか｡1

と数学の先生に註文するが，この註文に対して

rそんな無理な註文はあったものではない。解析幾何，微分，柚分と系統的にやってい

くだけで，どうしたって三年はかかってしまうのだ,l

と言って断ってしまうにしても，それはあまりに不親切ではあるまいか。

解析幾何，微分，積分を学ぶというのも，最後の日的は微分方程式にある以1二。なる

べく早く微分方程式を学べるようにしたいものである。初等微分学の導関数の求め方を

勉強した人ならば，積分学を学ばないでも，直ちに微分方程式が学べるようなが物を作

りさへすれば，物理の先生も，高等学校専門学校の学生諸お も，誰もかも，喜んでくれ

るに違いないとの ぢえの下にまとめ上げたのが本＆である。

● ● ● ● ● ● ●

さらに，微分方程ｊtだけでなく，関数論，柚分方程式の平易化，易化の試みにも触れて

いる。実際に，大学の微積分の教科書の中には，微分が済み不定積分が始まったところで

微分方程式に進んでいるl到ヽ 1沓として岩切氏（1949）の例を挙げておく。

（3.3 ）岩田至康（1940 ）r 初等射彫幾何学人門（近世幾何学の展望）,1

北海道大学河口商次教授が本書の序文を書いているのでそれの一部を引川する。

● ● ● ● ● ● ● ●

射影幾何学と越した著書はわが国にも二三見受けられるが，それは大学の学生に対して

の講義か，さもなくば初等幾何学の続きぐらいのいわゆるユークリッド幾何学の範囲を

出てないものである。すなわちその間に学習 斟ことｰ,て越えがたい一つの溝渠があった。

本書はその溝渠を埋めるもので，高等数学の大衆化を日標として，ユークリッド幾何学

とは無関係にクラインの思想に従-）て射影幾何を建設し，これからユークリッ1ご幾何学

や非ユークリッド幾何学を導き出すという近代的な方法を川いて，近ltt幾何学の巌望を

試み，しかもいわゆる代数的方法と幾何学的方法との巧みなる併用によって，中学生に

さへ諒解に困難を感ぜしめないくらいに平易化した点に，本,I}の使命特長が存するもの

と思われる。

● ● ● ● ● ● ● ●

と述べている。なお，付け加えれば本心は二次元の，つまり平面の射彫幾何である。第三

章の非ユークリッド‘幾何学では，双曲的幾何学の一つの定理として次の定理が出ている。

定理（２）ＢＣを斜辺とする直角Ξμj形ＡＢＣにおい

ＣＯＳｈ
く･

＝COSh
ご

ＣＯＳh

て次の関 係があ る。

¶ﾓ_．

ｋ
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次に証明が続くが，その後に双曲線関数の熊限級数展匯l'tがあり，ｋ 一 一･･･ヽの極限で，

ユークりツ|ご畿fl･｢のピタゴラスの定｣111

a2　 ＝　b2 十c2

を導いている。μ,こと1ン 凶 恐れ入るが，この定理の証明問題がり4 の東北人:学理学部数

学教室の大学院の人学試験悶題とL.て出題されたのでよく記憶している。

（3.4 ）「11島 一郎（!9･13）r 数学解析人門.l

この本の特色は口頭部分にある。総論のiりJめは

平和日本を 口:派に姓設するためには，まず科学日本をsy 派に築かねばならない。しか

も科学技術の根底には必ずそこに精密なる数学的考察を必要とする。これは|泗`車の問題

一つを考えてみても明瞭であるが，ここに数学解析の精密なる方法なり考えなりが科学

技術にとっても収揚されねばならぬ理山が存する｡

例えば数学解析の代夫的論法として

「ε，ａ式」論法

というのがある｡･ ‥‥‥

から始まり

以上の趣旨により，数学解析理論の弔易化，人衆化を試みんとするのが木むであ-１て，

ここでまず初等微積分の成り立ちを理論の立場から改めて反省して見ることとしよう。

しからば

数学解析人門

としての本書においてわれわれの進むべき目標も自ずから決ま･りてくるのである。

● ● ● ● ● ●

こうＬて「実数の概念」「極限の概念」「連続の概念」「微分の概念」「積分の概念｡|

「 一様収斂の概念」と進む。

なお，|||島先生は後に好学社から最iりJの版の仮名遣い等を改めて出版している。

４．「東京考へ方研究社」の数学書の特色

東京考へ方研究社の数学占は，当時は|日制巾学や高等専門学校の生徒対象で考えていた

と思 われる。これを現在の制度に当てはめると高等学校上学年ないしは大学の初級程JIの

学生対象になろう。次に考へ方研究社の数学=μの特色をまとめてみる。

KI 考へ方研究社の数学書は，数学の授業の実践で生徒に伝達するのではなく，学習ガは

あく まで数学書を通して独力で読み，かっ演習をも一人で行い，終始数学を独力でマス

ターするように拙成されている。

Ｋ
２数学的

内容の進め方は，多段附的に･ 歩･･歩と細かく段階が設定してあり，それらを

‥-つずつマスターして行けるようにな一一,ている。
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K3 新しい事項はもとより，既習･』㈲ でも必要があるときは何回でもくどいくらい丁寧に

繰り返し解説をしている。

Ｋ.1ある学習に必要であれば，小学校１年の算数まで洲-１て初めから解説する。

K5 これらの書物は初歩的な学習河のみに読まれたわけではなく，数学のiWII家にも広く

読まれていた｡

Ｋ
６途中随所に見られる説明のた

めの｣七喩は読むものをして強い印象を'iえ，結米的には

数学の学習や　 記憶に有効に働いている( 数学解折人門の・ヽ イネ・ボレルの被覆定j111の

傘の例) 。

K7 数学の人･jfな所には拓で囲ったり行をかえたり。特別な活字を配して要点がすぐ判る

ようになっている。

という項目を暫定的に考えて見た。とにかく考え方研究社の数学テキストすべてはは学習

者が「自学自習出来る詳しい教科書」であり理解し易い教科μであｰ, たことが束京考へ方

研究礼の著作の何よりの特色であ恥，

５．東京考へ方研究社の著書を教師教育に生かす方法

まず山形大学理学部数理科学科で2002年3月まで，非常勤講師として鳥校教学教不邨}を

元にして学生にレポート課題を課していた。その中には学生に作文させる課題があった。

例えば

F教科書P.40 にの･･ ている，累乗根の指数を打理数から スタートし，実数に至るまで，

納得的に生徒が理解できるような「話しかけ法」による説明文案を作成し，理由も含め

て書き表せ。」

「 教科書p.40 で， １行目 から（ｃｏs ｘ ）’＝－ｓinｘの 行まで， 三角関数 の初歩 に戻-!

てI ’テキ スト法」で説明 する テキ ストを 作れ。 ただし，最後の（alｓ ｘ ）’こ･－ｓin ｘ の

説明 も教科占 にあるよ うに，rl 司様に」とはせ ず， 詳 しく筋道を,y てて説明 する テキ ス

トにすること

これらの応答例は報告済 み（,佐伯，20｛12｝なのでここでは述 べない。 説明す るため のテキ

ストを学生 に作らせてい ることに注目する。

さてこれらを基礎と して， もつと枯極的 に考へ方研究 社の方法を収り入れることを 考え

ることが束京考へ方研究 社の方法の利 川となろう。

例えば， 川島（1943 ）先生の本を参考にして，

（テーマ例 Ｄ Ｅ－ａ式論法の使 川のテキ ス1 作ヽ 成

（テーマ例２）ワイェ ルシュトラスのｅｘａｌｐ!ｅ（関数f（ｘ）が あるIK1111で連 続だが，いた

るところで 微分で きない関数の 例）のテキ ストの作成

Akita University



41

等は適当であると思っている，

５．考察

大学で数学教師を養成するなら，まず数学そのものの理解を完全に指導しなければなら

ない。数学のJFIﾐ確な指導のためには考へ方研究社の方法に習って桁導すると効果的である。

さらに，学生の記憶に残るよ うインパクトのある説明 もぢへ方研究社の方法に習って考

えれば良い。すでに，筆者が山形大学理学部で実施していたような「話しかけ法」「テキ

スト法」によるレポートの結果を 見ると，十分に実現が可能であるように見える。そのた

め，考へ方研究社の:方法のうち， インパクトのある実例を説1ﾘ】し，学生が理解した後に，

設問を少し代えて｡

「･････ 生徒に強い印 象づけをするような「説明文」を作成し　‥‥‥‥」

としてやれば考へ方研究社の方法のうち，川島先生流儀のインパクトを伴うレポートが期

待されるであろう。筆者の山形大学理学部数理科学科の学生や，教育学部数学科の学生の

教授経験から成功的に課題をこなすことが可能であると考えている。

今まで述べた中身は，主として解析関係の話題であ一,たが，幾何の課題でも実現可能で

あると考えている。ただ幾何の課題は初等的な課題にはなかなか迫力のある問題が少ない

という実感を持っいる。従って迫力のある課題を注意して集めることが重要になりそうで

ある。

藤森良夫氏の解析幾何の本の中で，小介金之助氏が序文を沓いておられるが，そこで

「二次曲線を詳しく学び，しかも立体幾何学と没交渉のために， 二次曲線が円鍬面の切断

なることに触れてないこと」を指摘しておられる。この指摘はもっともなことと評価でき

る。しかし筆者はここで円錐曲線についての項目を書き足せば， ちょっとした付け足しで

は済まなくて，それは別の新しい 一冊の本にした方がよくなると考える。確かにその後の

解析幾何の本は平而解析幾何の部分と立体解析幾何の部分とが別の本になっているように

見受けられる。これ以外で本稿で取り 上げたその他の本ではこのような問題点はないと思

う。
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On Method ｓ of Teaching Mat ｈｅｍａticｓ in the “Rcｓｅａrｃｈ ａｎｄ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｃｎt

Gr ｏｕp of Sol ｖing Mat ｈｅｍａticｓ ａt Toky ｏ”

SAEKI ，Tak ｕya

Pr ｏｆｅｓｓｏr Ｅｍｅrit ｕｓ，l ｗａte Univ ｅrｓity

(Ab ｓtｒａｃted)

Ｒｅｃｅｎtly ａｃｈｉｅｖｅｍｅｎt ｓｃｏｒｅｓ ｏｆ ｍａtｈｅｍａtic ｓ in ｓtuｄｅｎtｓ ｏｆ ｅｌｅｍｅｎtａｒy ａｎｄ ｓｅｃｏ"

ｎｄａｒy ｓｃｈｏ
０１ｓ ha ｖｅ ｂｅｃｏｍｅ ｐｏｏr

ｉｎ Ｊａｐａｎ. l think that t ｈｅ ａｃｈｉｅｖｅｍｅｎt ｓｃｏｒｅ ｏｆ

【ｎａt
ｈｅｍａtic ｓ t ｅａｃｈｅrｓ ha ｖｅ ｂｅｃｏ{ne p(x3r ， ａs ｗell as ｓtｕｄｅｎtｓ. To r ｅｍｅ

ｄy thi ｓ 10 ｗｅ-

ｒing in achie ｖｅｍｅｎt ｓｃｏrｅ ｉｎ 皿ａtｈｅｍａtic ｓ l ｓhall pr ｏｐｏｓｅ 柚 ｕｓｅ the t ｅｃｈｎｉqｕｅ ｏｆ

the “Re ｓｅａrｃｈ ａｎｄ Ｄｅｖｅｌｏｐｌｅｎt Gr ｏup of S01 ｖing Mat ｈｅｌａtics ａt Toky ｏ" ｗhich ｓtａｒ-

ted ｓince 1925.
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